
資料編 目次 

 

 

 

単元「関数ｙ＝ａｘ単元「関数ｙ＝ａｘ単元「関数ｙ＝ａｘ単元「関数ｙ＝ａｘ２２２２」」」」    

数学版 CAN-DO リスト 資料１ 

学習記録シート（内容例あり） 資料２ 

学習プリント（導入） 資料３ 

学習プリント（単元末） 資料４ 

単元「相似」単元「相似」単元「相似」単元「相似」    

数学版 CAN-DO リスト 資料５ 

学習記録シート（内容例なし） 資料６ 

学習プリント（導入） 資料７ 

学習プリント（単元末） 資料８ 

 



数学版ＣＡＮ－ＤＯリスト［関数ｙ＝ａｘ２］ 

 

 

 

 

 
 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 
○「ｙがｘの２乗に比例する」ことの意味

を理解することができる。 

 

○「ｙがｘの２乗に比例する」関係を式で

表すことができる。 

 

 

 

 

 

○関数ｙ＝ａｘ２のグラフをかくことがで

きる。 

 

○関数ｙ＝ａｘ２ 

のグラフの特徴 

を理解すること 

ができる。 

 

○関数ｙ＝ａｘ２ 

の値の変化の様 

子を理解するこ 

とができる。 

 

 

 

 
 

○変化の割合の意味と求め方を理解するこ

とができる。 

 

［評価］ 
・単元テスト 

・ノート 

・プリント 

・観察 

○関数ｙ＝ａｘ
２
の性質を１次関数と比べ

て、まとめることができる。 

 

○関数 y＝ax2 の式を利用して、問題を解決

することができる。 

 

○関数 y＝ax2 の式、グラフを利用して、問

題を解決することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○表や式、グラフを関連付けて、問題を解決

することができる。 

［評価］ 
・単元テスト 

・ノート 

・プリント 

・観察 

○数学的活動の楽しさや数学のよさを実感

して粘り強く考えることができる。 

 

○数学を生活や学習に生かそうとすること

ができる。 

 

 

 ・振り子の⻑さと１往復にかかる時間 
 

 

 

 

 

・停止距離と自動車の速さ 

 

 
 
 
 

・荷物の縦、横、高さの和と宅急便の料金 

 

 

 

 

 

○問題解決の過程を振り返って評価・改善

しようとすることができる。 

 

○多様な考えを認め、より良く問題解決し

ようとすることができる。 

［評価］ 
・観察 

関数関係に着目し、その特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考えることができる。 【関数ｙ＝ａｘ２の目標】  

変化の割合 

関数ｙ＝ａｘ２のグラフ 

ｙがｘの２乗に比例する関数の式 身近にある２乗に比例する関数の例 

表・式・グラフの関連 

グラフの交点 

身近にある関数の例 
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「関数 y=ax²」        学習記録シート 

（  ）番 氏名（                 ） 

◎この単元の学習をする中で、大事だなと感じたポイントなどを書いておこう。 

学習内容 
今日の授業のポイント（分かる・できるようになること） 

大事なことを、自分の言葉で書いていこう！（   は内容例） 

2 乗に比例する関数（導入） 「ｙがｘの２乗に比例する」ことが分かる。 

（ｙがｘの２乗に比例するってどういうこと？） 

 

 

 

関数ｙ＝ｘ２のグラフ 

 

関数ｙ＝ｘ２のグラフの特徴が分かる。 

（関数ｙ＝ｘ２のグラフの特徴は？） 

 

 

 

関数ｙ＝ａｘ２のグラフのかき方 

 

関数ｙ＝ａｘ２のグラフをかくことができる。 

（関数ｙ＝ａｘ２のグラフのかき方は？） 

 

 

 

関数ｙ＝ａｘ２のグラフの特徴 

 

関数ｙ＝ａｘ２のグラフの特徴が分かる。 

（関数ｙ＝ａｘ２のグラフの特徴は？） 

 

 

 

 

 

関数ｙ＝ａｘ２の値の変化 

 

関数ｙ＝ａｘ２の値の変化の様子を説明することができる。 

（関数ｙ＝ａｘ２の値の変化のポイントは？） 

 

 

 

 

関数ｙ＝ａｘ２の変化の割合 

 

変化の割合の求め方が分かる。 

（変化の割合の求め方は？） 

 

 

 

１次関数と２乗に比例する関数 

 

関数ｙ＝ａｘ２の性質を１次関数と比べて、まとめることができる。 

（変化の仕方の違いは？） 

 

 

 

関数 y＝ax２ の利用（式） 

 

関数ｙ＝ａｘ２の式を利用して、問題を解決することができる。 

（どちらかの数値が分かっているときは？） 

 

 

 

関数 y＝ax２ の利用（グラフ） 

 

関数ｙ＝ａｘ２のグラフを利用して、問題を解決することができる。 

（グラフの交点は何を表している？） 

 

 

 

関数 y＝ax２ の利用（図形と関数） 関数ｙ＝ａｘ２の式やグラフを利用して、問題を解決することができる。 

（具体的な問題を考えるときのポイントは？） 

 

 

 

 

関数 y＝ax２ の利用（放物線と直線） 関数ｙ＝ａｘ２の式やグラフを利用して、問題を解決することができる。 

（交点の座標の意味は？） 

 

 

 

 

いろいろな関数（階段関数） 

 

表やグラフを利用して、問題を解決することができる。 

（階段関数の特徴は？） 

 

 

 

 

ステップアップ問題 

 

これまでの学習を生かし、問題を解決することができる。 

（関数を利用して問題を解くときのポイントは？） 
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数学科学習プリント        「関数ｙ＝ａｘ２」 

（  ）番 氏名（               ） 
 
 

問題 
  ＡさんとＢさんは、坂をどちらが速く下ることができるか 

スタート地点から２０ｍ地点まで競争することにしました。 
  Ａさんは秒速２ｍの速さで歩いて下り、Ｂさんは自転車に 

乗ってペダルをこがずに坂を下ります。２人が同時に坂を下 
り始めたとき、ＢさんがＡさんに追いつくのは何ｍの地点で 
しょうか。 

【Ｂさんの動き】 
スタートからの時間

（秒） 
０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

進んだ距離
（ｍ） 

０ 
１
４

 １ 
９
４

 ４ 
２５
４

 ９ 
４９
４

 １６ 
８１
４

 ２５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎Ｂさんの動きを式で表してみよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎��とｙの関係は・・・ 

     ○表を横に見ると��が４倍、９倍、16 倍になると 

           y も４倍、９倍、16 倍になる 

     ○表を縦に見るとどこを見ても
１
４
倍（同じ数字が掛けてある） 

 

� ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

��
            

ｙ ０ 
１
４

 １ 
９
４

 ４ 
２５
４

 ９ 
４９
４

 １６ 
８１
４

 ２５ 

今日のめあて   

○Ａさんの動きを調べよう。 

○Ａさん動きを式で表すと 

○この関数の特徴は 

 

まとめ 

 

 

 

破線の部分は、別
用紙で配布する 
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数学科学習プリント      「関数ｙ＝ａｘ２の利用」 

（  ）番 氏名（               ） 
 
 
問題 
 ＡさんとＢさんは、坂をどちらが速く下ることができるかスタート地点 
から２０ｍ地点まで競争することにしました。 
 Ａさんは秒速２ｍの速さで歩いて下り、Ｂさんは自転車に乗ってペダル 
をこがずに坂を下ります。２人が同時に坂を下り始めたとき、ＢさんがＡ 
さんに追いつくのは何ｍの地点でしょうか。 
【Ｂさんの動き】 

スタートからの時間
（秒） 

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

進んだ距離
（ｍ） 

０ 
１
４

 １ 
９
４

 ４ 
２５
４

 ９ 
４９
４

 １６ 
８１
４

 ２５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◎表 

 
 
 
 
 
 
 

◎グラフ                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎式 
 
 
 
 

ｘ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

ｙ            

今日のめあて   

 

 Ａさんは坂の１０ｍ地点から秒速
３
４

ｍの速さでスタート 

地点に向かって歩いて坂を上り、Ｂさんはスタート地点か 
ら自転車に乗ってペダルをこがずに下に向かって同時に出 
発します。このとき、２人が出会うのはスタート地点から 
何ｍの地点でしょうか。 

○２人が出会う地点を説明しよう。 

ステップアップステップアップステップアップステップアップ問題問題問題問題    
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数学版ＣＡＮ－ＤＯリスト［相似］ 

 

 

 

 

 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

○平面図形や立体の相似の意味と相似な図形

の性質を理解することができる。 

 

○相似比の意味を理解し、それを利用して相似

な図形の辺の長さを求めることができる。 

 

○三角形の相似条件を理解することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○三角形と線分の比や平行線と線分の比の定理を理解し、そ

れを利用して線分の長さを求めることができる。 

 

○中点連結定理を理解することができる。 

 

○三角形の角の二等分線と線分の比の性質を

理解することができる。 

 

○相似比と面積比や体積比との関係を理解し、その関係から

相似な図形の面積や体積を求めることができる。 

 

［評価］ 
・単元テスト 

・ノート 

・プリント 

・観察 

○２つの三角形が相似であることを判断した

り、証明したりできる。 

 

○三角形と線分の比や平行線と線分の比につ

いて成り立つ性質を確かめることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○中点連結定理を使って図形の性質を証明す

ることができる。 

 

 

 

○三角形の角の二等分線と線分の比について

成り立つ性質を確かめることができる。 

 

 

 

 

○相似な図形の性質を具体的な場面で活用す

ることができる。 

［評価］ 
・単元テスト 

・ノート 

・プリント 

・観察 

○数学的活動の楽しさや数学のよさを実感

して粘り強く考えることができる。 

 

○数学を生活や学習に生かそうとすること

ができる。 

 

 

・地図 
 

 

 

 

 

 

 

・コピー用紙のサイズ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問題解決の過程を振り返って評価・改善

しようとすることができる。 

 

○多様な考えを認め、より良く問題解決し

ようとすることができる。 

［評価］ 
・観察 

 

相似な図形の性質を用いて論理的に考えたり、表現したりすることができる。 【相似の目標】  

a : aʼ＝b : bʼ＝c : c  ̓

a : aʼ＝c : c  ̓
∠B ＝∠B  ̓

∠B ＝∠B  ̓
∠C ＝∠C ̓

M，N がAB，AC の中点ならば 

MN ∥ BC ，MN ＝ �
�
 BC 

[1]  DE ∥ BC ならば 
AD : AB＝AE : AC＝DE : BC 

[2]  DE ∥ BC ならば 
AD : DB＝AE : EC 

三角形の相似条件 

三角形と比の定理 

三角形と比の定理の逆 [1]  AD : AB＝AE : AC ならば 
DE ∥ BC 

[2]  AD : DB＝AE : EC ならば 
DE ∥ BC 

中点連結定理 

三角形の角の二等分線と比 

∠BAD＝∠CAD ならば 
AB : AC＝BD : CD 

平行線と線分の比 a : b＝a ̓: b  ̓

相似比と面積比、体積比の関係 

相似比がm : n ならば 面積比はm2 : n2 
体積比はm3 : n3 

身近にある相似の例 

―
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「相似」          学習記録シート 

（  ）番 氏名（                 ） 

◎この単元の学習をする中で、大事だなと感じたポイントなどを書いておこう。 

学習内容 
今日の授業のポイント（分かる・できるようになること） 

大事なことを、自分の言葉で書いていこう！  

図形の拡大と縮小（導入） 平面図形の相似の意味が分かる。 

 

 

 

相似な図形 相似な図形の辺と角の性質が分かる。 

 

 

 

相似な図形の性質 相似な図形の性質が分かる。 

 

 

 

相似比 相似比を利用して、辺の長さを求めることができる。 

 

 

 

三角形の相似条件① 三角形の相似条件が分かる。 

 

 

 

 

 

三角形の相似条件② ２つの三角形が相似であることを判断したり、証明したりできる。 

 

 

 

縮図の利用 直接測ることが難しい距離や高さを求められる。 

 

 

 

三角形と比① 三角形と線分の比の決まりが分かる。 

 

 

 

三角形と比② 三角形と線分の比の決まりを使って辺の長さが求められる。 

 

 

 

三角形と比③ 三角形と線分の比の決まりを使って平行であることを判断できる。 

 

 

 

中点連結定理 中点連結定理が分かる。 

 

 

 

平行線と線分の比 平行線と線分の比の決まりが分かる。 

 

 

 

角の二等分線と線分の比 三角形の角の二等分線と線分の比の決まりが分かる。 

 

 

 

 

三角形の面積と線分の比 高さの等しい三角形の面積と底辺の比の関係が分かる。 

 

 

 

相似な図形の面積の比① 

 

相似比と面積の比の関係が分かる。 

 

 

 

相似な図形の面積の比② 面積の比を利用して図形の面積を求めることができる。 

 

 

 

相似な図形の表面積の比、体積の比① 相似比と体積の比の関係が分かる。 

 

 

 

相似な図形の表面積の比、体積の比② 体積の比を利用して相似な立体の体積を求めることができる。 

 

 

 

ステップアップ問題 

 

これまでの学習を生かし、問題を解決することができる。 
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数学科学習プリント        「図形の拡大と縮小」 

（  ）番 氏名（               ） 

 
 

問題 
AD∥BC である台形 ABCD に 

おいて、辺 AB の中点を M とし 
ます。また、M を通り、辺 BC 
に平行な直線と辺 CD との交点 
を N とします。 

AD＝４０cm、BC＝５２cm 
であるとき、線分 MN の⻑さは 
いくつになるでしょうか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎次の図形を拡大・縮小してみよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今日のめあて 

線分 MN の⻑さが何 cm になるか考えてみよう。また、どのように考えたのかも書いてみよう。 

○ 2 倍に拡大した図 

 

まとめ 

○ 
１
２

に縮小した図 

 

 

図形を拡大・縮小したときに変
わらないものは何だろう？ A 

B 

M N 

C 

D 

―
 資

料
７

 ―
 



数学科学習プリント         「相似の利用」 

（  ）番 氏名（               ） 

 
 

問題 
AD∥BC である台形 ABCD に 

おいて、辺 AB の中点を M とし 
ます。また、M を通り、辺 BC に 
平行な直線と辺 CD との交点を 
N とします。 

AD＝４０cm、BC＝５２cm で 
あるとき、線分 MN の⻑さはい 
くつになるでしょうか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

今日のめあて 

 
線分 MN の⻑さが    cm であると判断できるのは、 

なぜでしょうか。 
これまでの学習を使って説明してみましょう。 

○理由をはっきりさせながら説明しよう。（※必要があれば証明も！） 

 
 
問題に以下の条件を付け加えたとき、EF の⻑さはいくつに 

なるでしょうか。どのように考えたかをはっきりさせながら、 
説明を書きましょう。 
【条件】 

２本の対角線 AC、BD を引き、それぞれ MN との交点を E、F とする。 

 
ステップアップステップアップステップアップステップアップ問題問題問題問題    

○理由をはっきりさせながら説明しよう。（※必要があれば証明も！） 

―
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